
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加藤】 中学校で初めて実践してから６年になりま

す。その間、私のノートのタイトルは「ライフ・アン

ド・デス」から「いのちと死」そして「いのちの教育」

へと変わってきています。 

 最初の頃、中学校で「死」を扱うことについて恐さ

を感じていました。「死」は体験しようがない点で、大

人にもよく分からないからです。だから、授業はいつ

も生徒と一緒に考えざるを得ませんでした。私は、し

っかりと生徒の話を聞くようにしました。 

 「いのちの教育」は子どもも教師も自分を見つめる

ことになり、誠実に生きることにつながると思います。

また、子ども理解の一つだと感じています。子どもた

ちの知らない一面と出会えたときは、とても嬉しい気

持ちになります。 

 

【宮嵜】 加藤先生が校長として中伏木小学校に着任

され「いのちの教育」を推進されて以来、ずっと「い

のち」とは、「いのちの授業」とは、を考え求め続けて

きました。その中で大切にしてきたことは、子どもた 
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ちに自分自身を見つめていくこと、他の友達の体験や 

意見、考えとつないでいくことでした。 

今は、「みつめ」「つなぐ」ことが、自分への自信を 

強め、いのちを輝かせていくのではないかと思ってい

ます。 

 

【高田】 現在６年生を担任していますが、自分自身

がよりよく生きるための目標をはっきりさせることが

あって初めて、他のいのちのことをかんがえることが

できるように思います。子どもの様子を見ていると熱

中できることをもっている子は、他の人のことも考え

ることが出来ているようです。 

 ６年生全員で近くの特別養護老人ホームを訪問して、

歌を歌ったり会話をしたりして、ふれあいを楽しむ活

動を実践しています。回を重ねるうちに、子どもたち

の心の中に他人のために何かしてあげたいという心が

育ってきたように思います。 

 また先日、谷川俊太郎の詩『生きる』を学習しまし

た。この授業は、いのちのことやよりよく生きること
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など、自分たちの生活を振り返るよい契機になりまし

た。 

 「いのちの教育」を学習する手だては、案外身近に

多くあるように思います。 

 

【北川】特殊学級を担任していたとき、何か自慢でき

るものを持たせたいと思い、図工の表現活動を通して

「やった！」と言う感動を味わうことができるように

取り組んだことがあります。 

 特に「いのち」を意識していない子どもたちが、日々

に活動の中でうれしいとか、楽しいとかを感じること

で、自分の生きている意味が見いだせるのではないか

と思いました。 

 特殊学級の子どもの限らず日常生活の一つ一つが感

動であったり喜びであったりすることの積み重ねが、

自分が自分を認めていくことにつながるように思いま

す。 

 

【加藤】 「いのちの教育」の実践の難しさは、年間

計画を立てる段階にあると思われます。反面、難しさ

は、ねたさがしや教材づくりが自由にできるおもしろ

さでもあります。 

 現在６年生で10時間の「いのちの教育」の単元づ

くりを考えています。10時間目の内容は決まっている

のですが、後の９時間をどう計画するか考えていると

ころです。「いのちの教育」では、日常的に機会を捉え

て随時実践していくことと単元計画を立てて授業を展

開していくことの２つを考えてく必要があります。 

 

【高田】 ちょうど今、総合学習「生きる」に取り組

んでいるところです。生きる裏側には死があるわけで

すが、死はタブー視されているきらいがあります。し

かし、高学年頃になると、死について考えるようにな

り、避けて通れないテーマのように思います。 

 そこで、毎日のニュースやテレビ番組、雑誌などか

ら見つけた話題を、子どもたちに提示して考えさせる

ようにしています。また、身近にも話題があり、そこ

から自分の生き方を見つめさせるようにしています。 

 とにかく、考える、見つめる場を提供し続けること

が大切です。 

 

【北川】 私は、小さいときに父をなくしたのですが、

その時のことがあまり印象に残っていないのです。そ

れは、そのときの自分の器が小さかったからではない

かと思います。だから、いろんな体験を通して、感じ

る心など器を大きくしていく必要があるように思いま

す。そのためにも、子どもたちの中に楽しいこと、で

きることを積み上げていかねばなりません。 

 

【宮嵜】 ３年生で金子みすづの詩の学習を通して、

見えないものを見つめる実践をしました。 

 聞こえないもの、見えないけれど「在るもの」に心

を寄せることで、いのちを見つめることにもつながっ

たように思います。ただ、うまく表現できない子の心

をつかむ難しさを感じました。 

 「いのちの授業」と取り組みながら、教師自身の心

を敏感にしていく必要を感じています。 

 

どうも「いのちの授業」の難しさは、楽しさでもあ

るようですね。一人では難しそうだけど、子どもたち

と一緒なら考えていけそうです。 

 今日は、どうもありがとうございました。 

 

（この井戸端会議は、平成17年11月12日に行われた座談会を

一部抜粋したものです。） （文責：会員 盛光文雄） 


